
連合会ではKICSカードの団体取り扱いを行うととも
に、普及を進めています。クレジットカードの利用が増
加している昨今、KICSは便利なだけでなく、手数料率
や入金頻度など、本当に使えます。メリット多数です。

クレジットカードKICS

加入のお問い合わせは京都料理飲食業組合連合会 075(252)0287

取り扱い
やってます

組合員のみなさま
労働保険（労災保険・雇用保険）の
手続きはお任せください!
特別加入で事業主の方も労災に加入できます

京都府料理飲食業福祉厚生事業協会

お問い合わせ

各所属組合

〒604‐0951 京都市中京区二条通富小路東入ル晴明町673‐2 京都料飲国保会館 2F

もしくは

075（585）2521
rouho@athena.ocn.ne.jp

求
道
者
で
あ
り
、
寮
夫
で
あ
り
？

飲
食
店
と
は
多
面
体
な
り

発
足
以
来
、
過
去
最
多
に
な
る
か
も

火
の
管
理
に
は
、
重
々
ご
注
意
を

TRATTORIA TREVALLI（トラットリア トレヴァッリ）
京都市伏見区東組町698 パークテラス1F　☎075（601）3800
11:30～14:00（L.O.13:00）　17:00～22:00（L.O.21:00）／月休

2018年1月23日にオープン。特に魚が自慢で、宮津、舞鶴にも足繁く通う。
自家製ハムなど、仕込みに時間を惜しまない姿に、料理がそんなに好き？ 
と「妻にも聞かれますが（笑）」。アイドルタイムも通して販売しているジェ
ラートも人気。店内には今まで心を通わせてきたＪリーガーのサインやユ
ニフォームが多数

パ
ス
タ
よ
り
メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
よ
り
、
名
代
は
こ
の「
前
菜
盛
り
合
わ
せ
」１
５
４
０
円
。
パ
ッ
と
見
て

分
か
る
以
外
に
ナ
ス
、
山
芋
、
ゴ
ボ
ウ
、
オ
ク
ラ
な
ど
、
多
彩
を
超
え
て
驚
異
的
で
す
ら
あ
る
。
私
見
だ
が
、

ワ
イ
ン
５
杯
は
い
け
る
の
で
は

　

定
休
日
は
ほ
ぼ
仕
入

れ
に
回
る
。
地
の
野
菜

は
20
年
来
の
付
き
合
い

の
農
園
や
直
売
所
に
、

さ
ら
に
は
宮
津
や
舞
鶴

に
魚
介
類
を
求
め
て
。

専
属
に
近
い
漁
師
も
お

り
、
出
入
り
の
鮮
魚
店

に
漁
師
の
紹
介
も
す
る

と
い
う
か
ら
、
も
う
ど

ち
ら
が
港
に
近
い
か
分

か
ら
な
い
。
調
理
前
に

は
利
用
客
に
魚
を
見
せ

て
説
明
を
す
る
。
オ
ー

ナ
ー
シ
ェ
フ
の
三
谷
修

平
さ
ん
曰
く「
そ
れ
も
仕

事
で
す
」。

　

写
真
の
前
菜
盛
り
合

わ
せ
は
野
菜
だ
け
で
15

〜
16
種
。
し
か
も
全
て

味
付
け
が
異
な
る
。
夜

の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー

に
載
る
タ
リ
ア
テ
ッ
レ

や
パ
ッ
パ
ル
デ
ッ
レ
な

ど
４
種
の
パ
ス
タ
は
全

て
自
家
製
手
打
ち
だ
。

　

よ
り
良
い
食
材
を
、

よ
り
良
い
味
を
。
料
理

人
＝
求
道
者
と
い
う
図

式
の
お
手
本
だ
。
一
方

で
、
イ
タ
リ
ア
ン
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
ご
当
地
の

プ
ロ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち

の
日
々
の
食
を
支
え
る

存
在
で
も
あ
る
。「
自
問

も
あ
り
ま
し
た
が『
お
蔭

で
今
シ
ー
ズ
ン
は
ケ
ガ

な
く
過
ご
せ
ま
し
た
』と

言
っ
て
も
ら
え
た
ら
、

や
っ
ぱ
り
嬉
し
い
ん
で

す
よ
」。
創
業
後
ほ
ど
な

く
コ
ロ
ナ
禍
を
迎
え
た

が
、
そ
こ
で
支
え
て
く

れ
た
の
は
彼
ら
だ
っ
た
。

「
『
来
店
し
た
サ
ポ
ー

タ
ー
に
配
っ
て
く
だ
さ

い
』と
、
何
人
も
の
サ
イ

ン
を
寄
せ
書
き
し
た
色

紙
を
何
十
枚
も
く
れ

て
」。
そ
う
語
る
顔
は
寮

夫
の
よ
う
で
も
あ
る
。

　

イ
タ
リ
ア
ン
で
あ
り

「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
」２
３
１
０
円
。
ベ
ー
コ
ン
よ
り
存
在
感
大
の
自
家

製
ハ
ム
は
２
週
間
を
か
け
て
仕
込
む
も
の
。
手
打
ち
パ
ス
タ
は
食
感

が
逞
し
く
、
ブ
ツ
切
れ
感
は
全
く
な
く
、
モ
ッ
チ
リ
と
し
な
や
か
さ

が
あ
っ
て
美
味
い

　

京
都
市
消
防
局
か
ら

注
意
喚
起
が
届
い
て
い

る
。
京
都
市
内
で
火
災

が
多
発
し
て
い
る
と
い

い
、
中
で
も
飲
食
店
で

の
火
災
発
生
が
９
月
30

日
現
在
で
21
件
と
な
っ

て
お
り
、
年
間
で
24
件

発
生
し
た
令
和
５
年
を

上
回
る
過
去
最
悪
の

ペ
ー
ス
だ
と
い
う（
令
和

５
年
は
、
昭
和
23
年
の

自
治
体
消
防
発
足
以
来

最
多
件
数
）。

「
い
よ
い
よ
我
々
の
季
節
」

京
都
府
ふ
ぐ
組
合
が
総
会
開
催

　

去
る
令
和
７
年
９
月

11
日（
木
）、
午
後
２
時

よ
り
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
京
都
に
お
い
て

京
都
府
ふ
ぐ
組
合
が
令

和
７
年
度 

第
76
回 

組

合
定
時
総
会
を
行
っ
た
。

　

議
案
は
す
べ
て
承
認

さ
れ
、
役
員
改
選
期
で

は
あ
る
が
吉
田
昌
弘
理

事
長
を
は
じ
め
、
全
員

が
留
任
し
、
さ
ら
に
安

念
尚
志
氏
が
新
た
な
理

事
に
加
わ
っ
た
。

今
年
、
実
際
に
発
生
し
た
火
災
事
例
に
は
、

な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

◆
両
手
鍋
に
天
ぷ
ら
油
を
入
れ
加
熱
中
、
別
の

作
業
を
し
て
い
た
と
こ
ろ
発
火
温
度
に
達
し

て
出
火
。
さ
ら
に
水
を
か
け
延
焼
拡
大

◆
コ
ン
ロ
で
調
理
中
、
コ
ン
ロ
の
火
に
タ
オ
ル

等
が
接
触
し
て
出
火

◆
無
煙
ロ
ー
ス
タ
ー
で
肉
を
調
理
中
に
火
の
点

い
た
油
な
ど
が
ダ
ク
ト
内
に
吸
い
込
ま
れ
、

ダ
ク
ト
内
に
堆
積
し
た
油
脂
に
着
火
し
燃
焼

が
拡
大

　

吉
田
理
事
長
は「
問
題

に
ま
で
な
っ
た
猛
暑

も
、
９
月
に
入
っ
て
幾

分
マ
シ
に
な
っ
て
き

て
、
い
よ
い
よ
我
々
の

季
節
だ
な
と
思
っ
て
い

る
」と
挨
拶
し
、
来
る
ふ

あ
れ
ば
き
っ
と
役
に
立
つ

知
識
と
い
う
名
の
レ
シ
ピ

　

本
紙
で
も
過
去
問
な

ど
含
め
紹
介
し
て
き
た

京
都
・
観
光
文
化
検
定

試
験（
京
都
検
定
）も
27

回
目
を
数
え
る
。

　

飲
食
に
直
接
関
わ
る

も
の
で
は
な
く
と
も
、

店
で
提
供
す
る
料
理
や

レ
シ
ピ
以
外
の
知
識
や

ぐ
シ
ー
ズ
ン
へ
の
期
待

を
語
っ
た
。

　

総
会
後
は
来
賓
を
含

め
、
56
名
が
懇
親
会
に

参
加
、
高
ら
か
に
杯
を

掲
げ
親
睦
を
深
め
た
。

　「
調
理
中
は
そ
の
場
を

離
れ
な
い
」「
ダ
ク
ト
や

換
気
扇
は
定
期
的
に
清

掃
、
点
検
」「
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
な
ど
は
火
の

近
く
に
置
か
な
い
」な
ど

の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
が
、
人
手
不
足
や

料
理
提
供
の
ス
ピ
ー
ド

も
あ
る
し
…
。
と
は
言

え
、
火
事
を
お
こ
し
て

は
人
手
や
早
さ
を
言
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
く

な
る
。

　

非
常
に
暑
か
っ
た
令

和
７
年
の
夏
も
、
さ
す

が
に
湿
度
も
落
ち
着

き
、
乾
燥
の
季
節
に
入

る
こ
れ
か
ら
、
十
分
に

ご
留
意
を
。

■試験日
2025年12月14日（日）
■級・公開テーマ・受験料
［1級］昭和期の京都（受験料7700円）
［2級］京都の博物館・美術館（受験料4950円）
［3級］京都の松・竹・梅（受験料3850円）
※各級、別途システム利用手数料550円（税込）が必要。
■申込期間
令和7年10月30日（木）まで
■問い合わせ
京都商工会議所 会員部 検定事業課
☎075（341）9765

情
報
も
店
舗
営
業
や
接

客
に
役
立
つ
も
の
だ

し
、
知
識
を
多
く
持
つ

こ
と
は
何
か
と
助
け
に

な
る
も
の
だ
。

　

個
人
の
申
し
込
み
期

間
が
迫
っ
て
い
る
の

で
、
思
い
立
っ
た
ら
即

の
気
持
ち
で
。

京都市消防局HP
飲食店からの火災を防ぎましょう!

ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
で
あ

り
、
道
を
究
め
ん
と
す

る
者
の
仕
事
場
で
あ

り
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
親

代
わ
り
で
あ
り
…
。
飲

食
店
と
は
多
面
体
で
あ

る
と
、
改
め
て
教
え
て

く
れ
る
一
軒
。

（１）２０２５年（令和７年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８６号

https://www.kyo-ryoinren.com
京都府料理飲食業組合連合会　〒604-0951 京都市中京区二条通富小路東入ル 京都料飲国保会館2F　TEL.075-252-0287　FAX.075-252-0288　発行人：園部平八　編集人：竹中 聡
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京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
３
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
５
２
）３
１
４
５

﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）０
６
６
８

標
準
営
業
約
款
普
及
登
録

11
月
が「
促
進
月
間
」で
す

　

営
業
者
が
、
標
準
営

業
約
款
の
登
録
を
行
い

た
い
場
合
は
、（
公
財
）

京
都
府
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
に
登
録

申
込
み
を
行
い
、
承
認

を
受
け
た
後
は
登
録
店

で
あ
る
こ
と
を
表
示
す

50
名
弱
の
大
所
帯
で
伊
根
へ

洛
北
料
旅
飲
食
業
組
合
研
修
旅
行

　

去
る
令
和
７
年
８
月

25
日
、
組
合
事
業
と
し

て
伊
根
方
面
へ
日
帰
り

親
睦
旅
行
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

当
初
の
企
画
段
階
で

は
25
名
程
度
を
定
員
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
46

名
の
参
加
と
な
り
嬉
し

い
悲
鳴
の
も
と
大
型
バ

ス
に
揺
ら
れ
京
都
市
内

を
出
発
。

　

当
日
は
朝
か
ら
快

晴
、
現
地
で
は
伊
根
の

魚
を
中
心
と
し
た
お
ま

か
せ
定
食
や
地
酒
に
舌

鼓
を
打
ち
、
伊
根
湾
周

遊
船
に
乗
り
、
海
上
か

ら
伊
根
の
舟
屋
群
な
ど

を
眺
め
る
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
を
愉
し
み
ま
し
た
。

　

汗
が
に
じ
む
よ
う
な

暑
い
日
で
し
た
が
、
船

の
上
で
感
じ
る
潮
風
は

と
て
も
心
地
よ
く
、
青

空
を
舞
う
カ
モ
メ
や
穏

地
蔵
尊
の
修
復
も
着
々
と

魚
鳥
施
餓
鬼
、
放
生
会  

　

京
都
料
理
組
合
は
、
去

る
令
和
７
年
９
月
17
日

（
水
）午
後
３
時
よ
り
、

金
戒
光
明
寺
に
お
い
て
、

令
和
７
年
の
物
故
者
法
要

並
び
に
魚
鳥
施
餓
鬼
を

行
っ
た
。
今
年
の
物
故
者

は
２
名
で
、
組
合
員
、
関

係
者
ら
44
名
が
参
加
し

た
。

　

例
年
ど
お
り
御
影
堂
に

て
第
76
世 

藤
本
淨
彦
法

令
和
７
年
、
時
代
祭
の

御
饌
長
、
副
御
饌
長
決
定

　

来
る
令
和
７
年
10
月

22
日（
水
）に
開
催
予
定

（
雨
天
順
延
）の
時
代
祭
。

神
饌
講
社
と
し
て
参
画

す
る
御
饌
長
・
副
御
饌

長
が
決
定
し
た
。

る
標
識
と
約
款
要
旨
を

店
頭
に
掲
示
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
・
消
費
者
は

標
識
等
に
よ
り
、
標
準

営
業
約
款
に
従
っ
た
安

心
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
店
で
あ
る
と

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

本
制
度
を
十
分
理
解

し
た
登
録
店
が
増
加

し
、
技
術
・
安
全
・
衛

生
面
等
で
業
界
全
体
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
図
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
利

用
者
・
消
費
者
の
生
衛

業
に
対
す
る
一
層
の
安

心
と
信
頼
が
深
ま
り
、

お
店
の
経
営
の
安
定
と

活
性
化
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ま
す
。

　

11
月
は
そ
の
標
準
営

業
約
款
普
及
登
録
の
促

進
月
間
と
な
り
ま
す
。

是
非
、
普
及
登
録
促
進

月
間
に
Ｓ
マ
ー
ク
の
登

録
を
お
考
え
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

京
都
府
料
理
生
活
衛
生
同
業
組
合

京
都
料
理
組
合

京
都
市
中
京
区
二
条
通
富
小
路
東
入
ル 

京
都
料
飲
国
保
会
館
１
Ｆ

﹇
Ｔ
Ｅ
Ｌ
﹈０
７
５（
２
２
１
）５
８
３
３　
﹇
Ｆ
Ａ
Ｘ
﹈０
７
５（
２
５
２
）４
６
３
９

や
か
な
波
間
に
癒
さ
れ

ま
し
た
。

　

伊
根
で
唯
一
の
酒
造

所
で
あ
る
向
井
酒
造
で

は
、
社
長
の
崇
仁
さ
ん
、

杜
氏
の
久
仁
子
さ
ん
自

ら
工
場
見
学
の
案
内
を

し
て
く
だ
さ
り
、
特
設

試
飲
会
場
で
は
ワ
ン
コ

イ
ン
５
０
０
円
で
４
種

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
地
酒
を

エ
ン
ド
レ
ス
で
飲
ん
で

一
同
ご
満
悦
。

　

そ
の
後
は
伊
根
の
お

土
産
や
思
い
出
を
た
く

さ
ん
詰
め
て
帰
路
に
つ

き
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

多
く
の
皆
様
と
愉
し
い

時
間
を
共
有
で
き
ま
し

た
こ
と
、
た
い
へ
ん
有

意
義
な
組
合
事
業
に

な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま

す
。　
　
　

組
合
長　

中
島
一
彰

飲
食
生
衛
組
合
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

加
盟
店
手
数
料
率
引
き
下
げ
な
る
か
！

　

去
る
令
和
７
年
９
月

11
日
、
当
組
合
の
牧
野

理
事
長
を
は
じ
め
、
青

木
委
員
長（
山
口
県
）、

竹
野
副
委
員
長（
福
岡

県
）、
肥
田
木
委
員（
鹿

児
島
県
）、
小
村
委
員（
島

根
県
）ら
５
名
の
デ
ジ
タ

ル
推
進
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
、
さ
ら
に
千
玉
事

業
部
委
員
長
（
広
島

県
）、
小
城
専
務
理
事
の

計
７
名
が
集
ま
り
、
東

京
港
区
の
生
衛
会
館
に

て
デ
ジ
タ
ル
推
進
委
員

会
の
こ
の
２
年
間
の
総

ま
と
め
と
し
て
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
加
盟
店
手
数
料

率
大
幅
引
き
下
げ
の
プ

ラ
ン
が
提
示
さ
れ
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ン
が
、
12

月
の
全
飲
連
理
事
会
で

承
認
さ
れ
、
さ
ら
に
推

進
さ
れ
れ
ば
組
合
員
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な

り
、
今
後
、
組
合
員
の

加
入
促
進
に
も
繋
が
る

と
思
わ
れ
、
長
年
の
悲

願
で
あ
る
手
数
料
引
き

下
げ
に
向
け
て
、
引
き

続
き
働
き
か
け
て
い
く

予
定
だ
。

　

藤
本
法
主
は
２
８
０

年
の
節
目
に
あ
た
り「
江

戸
時
代
、
延
享
２
年
、

塔
頭
の
龍
光
院
で
施
餓

鬼
を
さ
れ
て
以
来
、
一

本
す
う
っ
と
通
っ
て
い

る
尊
い
お
気
持
ち
が
今

に
続
い
て
い
る
の
は
あ

り
が
た
く
、
素
晴
ら
し

い
こ
と
。
紛
争
は
続
く

一
方
、
飲
食
は
贅
沢
に

な
っ
た
が
、
食
べ
る
、

味
わ
う
こ
と
の
深
さ
は

守
ら
れ
る
べ
き
。
組
合

の
皆
さ
ま
が
命
一
つ
ひ

と
つ
を
い
た
だ
き
、
人

の
心
を
養
う
心
が
あ
る

か
ら
に
違
い
な
い
。
厳

か
に
お
務
め
す
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
皆
さ
ま

の
お
務
め
に
感
謝
し
た

い
」と
述
べ
た
。

　

御
饌
長
は「
乙
文
」の

木
村
一
智
氏
が
、
副
御

饌
長
は
和
食
材
卸「
野
田

屋
」の
野
田
昌
伸
氏
が
務

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

第
１
１
９
回 
京
料
理
展
示
大
会

開
催
の
詳
細
が
決
定

　

日
程
や
開
催
場
所
の

変
更
な
ど
が
検
討
さ
れ

て
い
た
京
料
理
展
示
大

会
に
つ
い
て
、
先
頃
そ

の
日
程
、
ま
た
場
所
に

つ
い
て
も
決
定
、
発
表

第
１
１
９
回 

京
料
理
展
示
大
会

﹇
日
時
﹈令
和
８
年
２
月
15
日（
日
）・
16
日（
月
）

　
　
　

10
時
〜
16
時（
予
定
）

﹇
場
所
﹈京
の
食
文
化
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
　

あ
じ
わ
い
館
３
Ｆ
・
７
Ｆ（
展
示
・
販
売
）

　
　
　

大
阪
ガ
ス 

デ
ィ
リ
パ
京
都
会
場

　
　
　
（
ス
テ
ー
ジ
・
展
示
・
販
売
）

主
を
は
じ
め
８
名
の
僧
侶

が
読
経
、
真
言
が
唱
え
ら

れ
、
参
加
者
が
焼
香
し
、

供
養
し
た
。

　

続
い
て
大
方
丈
の
奥
に

あ
る
鎧
之
池
で
も
読
経
、

鯉
の
放
流
を
行
い
、
魚
鳥

講
ゆ
か
り
の
地
蔵
尊
前
で

も
読
経
を
行
っ
た
。

　

地
蔵
尊
に
つ
い
て
は
、

組
合
結
成
２
８
０
年
記
念

事
業
と
し
て
そ
の
修
復
が

行
わ
れ
て
お
り
、

当
日
ま
で
に
地
蔵

尊
の
表
面
が
綺
麗

に
な
り
、
引
き
続

き
、
錫
杖
、
宝
珠
、

光
背
が
修
復
さ
れ

て
い
る
。

が
あ
っ
た
。
令
和
７
年

は
開
催
さ
れ
ず
、
ま
た

場
所
も
み
や
こ
め
っ
せ

か
ら
変
更
と
な
り
、
基

本
的
に
イ
ー
ト
イ
ン
は

設
け
ら
れ
な
い
予
定
。

２０２５年（令和７年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可　定価一部１０円 第３８６号 （２）
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保
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組
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編
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京
都
市
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条
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富
小
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東
入
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０
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５
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２
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２
５
６
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４
３
８

お
手
元
の「
健
康
保
険
証
」の

有
効
期
限
は
11
月
30
日
で
す

　

お
手
元
の
料
飲
国
保

の「
健
康
保
険
証
」の
有

効
期
限
は
11
月
30
日
で

す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
の

登
録
の
有
無
に
よ
り
、

11
月
中
に
、
料
飲
国
保

組
合
か
ら
各
所
属
組
合

を
と
お
し
て
、「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」ま
た
は

「
資
格
確
認
書
」の
い
ず

２
０
２
５
京
都
Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア

ぜ
ひ
、
多
く
の
参
加
を
！

　

来
る
２
０
２
５
年
11

月
３
日（
月
・
祝
）午
前

10
時
か
ら
午
後
４
時
に

か
け
て
京
都
府
立
植
物

園
に
て
、（
公
財
）京
都

府
生
活
衛
生
営
業
指
導

セ
ン
タ
ー
主
催
で
２
０

２
５
年
の
京
都
Ｓ
ｅ
ｅ

Ｌ
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

毎
年
交
流
イ
ベ
ン
ト

に
は
、
当
組
合
役
員
、

応
援
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
、
福
袋
の
販
売
に
参

加
し
て
お
り
ま
す
が
、

毎
年
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
家
族
連
れ

な
ど
多
く
の
入
場
者
で

賑
わ
い
、
用
意
し
ま
し

た
お
楽
し
み
福
袋
１
０

０
袋
が
完
売
し
、
盛
況

で
し
た
。

　

今
年
も
若
く
元
気
な

応
援
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
、

掛
け
声
を
掛
け
な
が
ら

Ｓ
ｅ
ｅ
Ｌ
フ
ェ
ア
に
臨

み
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

当
組
合
各
位
に
は
、

多
く
の
ご
参
加
を
お
待

ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

れ
か
を
交
付（
郵
送
ま
た

は
各
所
属
組
合
に
て
）し

ま
す
の
で
、
必
ず
お
受

け
取
り
い
た
だ
き
、
12

月
１
日
以
降
は
ご
使
用

く
だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
の
所
得
調
査
の
結
果
は

令
和
５
年
度
の
１
・
３
４
倍
に
！

　

９
月
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
、
国
に
よ
る

料
飲
国
保
の
組
合
員
の

所
得
調
査
の
結
果（
速
報

値
）が
出
ま
し
た
。

　

平
均
課
税
標
準
額
は

約
１
２
６
万
３
千
円
と

な
り
、
前
回
調
査
の
令

和
５
年
度
の
94
万
６
千

円
と
比
較
し
て
約
１
・

３
４
倍
と
大
幅
に
増
加

し
ま
し
た
。
ま
だ
確
定

値
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
は
、
令
和
６

年
中
の
事
業
主
の
平
均

収
入
及
び
従
業
員
の
平

均
給
与
が
増
加
し
た
こ

と
の
反
映
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

令
和
６
年
中
の
所
得

は
、
10
月
か
ら
の
保
険

料
改
定
の
算
定
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
結
果
は
、
今
後
の

料
飲
国
保
組
合
へ
の
国

庫
補
助
金
に
も
影
響
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
、

国
庫
補
助
金
減
少
に
よ

「
特
定
健
診
と
健
・
美
活
フ
ェ
ス
タ
」

申
込
は
12
月
５
日（
金
）ま
で

　

10
月
上
旬
に
、「
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
の
ご
案
内
」

等
と
同
封
し
て
、
来
年

１
月
17
日
（
土
）
に
「
み

や
こ
め
っ
せ
」
で
開
催

さ
れ
る
「
特
定
健
診
と

健
・
美
活
フ
ェ
ス
タ
」

の
チ
ラ
シ
を
送
付
し
ま

し
た
。

　

40
歳
以
上
の
特
定
健

診
対
象
者
で
今
年
度
未

受
診
の
方
を
対
象
に
、

「
特
定
健
診
＋
血
管
年

齢
・
骨
健
康
度
測
定
＋

婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
、

子
宮
頸
が
ん
検
査
）」
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
是

非
、
こ
の
機
会
を
利
用

し
て
受
診
く
だ
さ
い
。

料
飲
国
保
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

日　　時

場　　所
申込締切
申込方法

費　　用

：

：
：
：

：

令和８年１月17日（土）
午前９時30分～午後１時
みやこめっせ（京都市左京区岡崎）
12月５日（金） 料飲国保組合まで
自宅宛に送付したチラシの裏面の
「特定健診申込書」により申込ください
無料（料飲国保組合から補助）

特定検診
＋貧血検査、糖尿検査
大腸がん検診

血管年齢測定
骨健康度測定

婦人科検
乳がん検査

子宮頸がん検査)(＋ ＋

検 索料飲国保組合詳しくはWebで検索!

https://www.kyo-ryoinkokuho.com

「資格情報のお知らせ」を送付します。「資
格情報のお知らせ」（A4版）だけでは受診
できません。何らかの事情により医療機
関でマイナ保険証を利用できない場合
に、マイナ保険証と一緒に提示することで
受診等できます。

マイナ保険証をお持ちの方には…

「資格確認書」を送付します。「資格確認
書」（はがきサイズ）を医療機関等の窓口に
提示することで、これまでどおり受診等
できます。「資格確認書」は返却が必要で
すので、大切に保管してください。

マイナ保険証をお持ちでない方には…

る
歳
入
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
今
回
の
保
険
料
改

定
に
よ
り
し
っ
か
り
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
べ

く
、
準
備
し
て
い
ま
す
。

所得調査の結果（令和7年度：速報値）H30

140

120

100

80

60

40

20

0

万円

R5 R7

調査年度

被保険者数

調査対象者数

平均課税標準額

令和7年度

2,394人

1,333人

1,263,073円

2,519人

1,333人

946,291円

2,737人

1,390人

952,268円

－

－

133.5％

令和5年度 平成30年度 R7/R5比

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
は
、「
府
民
交
流

フ
ェ
ス
タ
」と
、
く
す
の

き
並
木
に
て
各
組
合
の

「
せ
い
え
い
お
楽
し
み
福

袋
」の
交
流
イ
ベ
ン
ト
が

同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

交
流
イ
ベ
ン
ト
で

は
、
本
年
度
も
中
華
物

産
店
と
し
て
福
袋
の
販

売
事
業
に
参
加
し
ま
す
。

　

ま
た「
プ
ロ
の
コ
ッ
ク

さ
ん
が
使
う
調
味
料
を

ご
家
庭
で
是
非
お
試
し

く
だ
さ
い
」と
題
し
、
福

袋
に
は
９
品
を
詰
め
込

み
、
１
袋
１
０
０
０
円

で
、
１
０
０
袋
を
揃
え

販
売
し
ま
す
。

有紀　四川豆板醬チューブ　100g

有紀　四川よだれ鶏ソース　70g

味覇（ウェイバー）　250g缶

有紀　甜麺醤　100gチューブ

李錦記　パンダ オイスターソース
140g瓶

連発牌　龍シャーペン　5色　227g

パンオーシャン　春雨（ニイハオ牌）
500g（50g×10束入）

しびれ王　麻辣ピーナッツ（花山椒入）
70g

中華街の旨味搾菜　70g瓶

（３）２０２５年（令和７年）１０月１０日 （毎月一回１０日発行） 平成６年３月７日 第三種郵便物認可 第３８６号
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米が美味しくなる季節
「黒のエース」で一捻り

黒豆ポタージュ

あんじ 府庁前店（あんじ ふちょうまえてん）
京都市上京区釡座通椹木町下ル夷川町375 ポパイビルB1F
050（5486）1362

中井　想
Nakai  Sou

＼ ／

4～5歳からご飯は店で。中学からは手伝いも。そして
知った。「父の仕事量が『こんなに多いんや！』と」。そ
こで思った。「2人でやれば半分にできる」。中高とハ
ンドボールに打ちこんだが店を継ぐ心は固く、高3で
府の選抜にも選ばれたが辞退した。卒業後は即家業に。
「若者ウケするメニューとか（笑）」を導入したり、新た
な世代の常客も掴んでいる頼もしい存在だ。

取材協力：道の駅 和
船井郡京丹波町坂原上モジリ11
☎0771（84）1008

今回は白ぶなしめじを少し足してみた。土鍋ご飯に一手間、一捻り、という
ものではあるが、黒豆の粒状感、風味も損なわないシンプルなレシピ。
1200円でいかがだろう

丹波黒豆の中でも限られた地域で
採れる和知黒。1粒が1cmに迫
るものもあるという。「和知黒ポ
タージュ」620円（160g入り）。
その他、スイーツ類やドレッシン
グ、ジャムなど謹製の製品も多い

自
分
は
組
合
の
飛
び
道
具
と
い
う
か（
笑
）

看
板
の
ひ
と
つ
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と

　

理
事
に
な
っ
た
の
は

５
〜
６
年
前
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
先
に
理
事

に
な
っ
て
い
た
六
曜
社

珈
琲
店
の
薫
平
く
ん（
奥

野
理
事
）と
か
に
誘
わ
れ

ま
し
て
。
理
事
に
な
っ

た
か
ら
と
言
っ
て
、
特

に
難
し
い
こ
と
は
な
い

で
す
よ
、
と
。
理
事
会

に
出
て
、
理
事
長
の
昔

話
を
聞
い
て
る
だ
け
や

と（
笑
）。
ま
ぁ
そ
れ
は

冗
談
で
す
が
、
当
組
合

は
理
事
長
か
ら
我
々
40

代
か
ら
50
代
ま
で
の
世

代
が
ゴ
ソ
ッ
と
空
い
て

る
ん
で
す
ね
。
で
す
の

で
、
そ
う
い
う
立
場
な

ん
や
な
ぁ
、
と
。

　

当
社
は
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ

Ａ（
サ
ラ
サ
）と
い
う
カ

フ
ェ
を
６
軒
、
運
営
し

て
い
ま
す
。
10
年
ほ
ど

前
に
僕
が
社
長
に
就
い

た
ん
で
す
が
、
も
と
も

と
は
富
小
路
三
条
の
自

転
車
店
の
２
階
に
ク
リ

エ
イ
テ
ィ
ブ
な
若
者
が

内
装
工
事
を
自
分
た
ち

で
手
が
け
た
、
い
わ
ゆ

る
町
家
店
で
、
カ
フ
ェ

に
限
ら
ず
今
に
続
く
町

家
店
の
ハ
シ
リ
だ
っ
た

の
か
な
、
と
。
僕
が
入

社
し
た
と
き
に
は
既
に

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ
ブ
ラ
ン

ド
、
み
た
い
な
も
の
は

出
来
上
が
っ
て
い
た
と

思
い
ま
す
。

　

僕
は
飲
食
人
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
カ
フ
ェ

業
界
に
入
っ
た
の
は
30

歳
か
ら
で
、
デ
ビ
ュ
ー

が
遅
い
ん
で
す
。
２
０

１
０
年
に
西
陣
店
の
店

長
に
な
っ
て
、
こ
の
厳

し
い
環
境
で
自
分
を
鍛

え
よ
う
、
と
。
ご
近
所

か
ら
お
叱
り
が
あ
る
ん

で
す
よ
。「
昨
日
の
夜
は

楽
し
そ
う
に
し
て
は
っ

た
な
ぁ
」は
、「
う
る
さ

か
っ
た
ぞ
」、
と
い
う
こ

と
で
す
ね（
笑
）。
目
一

杯
、
温
か
い
お
叱
り
を

い
た
だ
こ
う
、
そ
し
て

謝
ろ
う
、
と
。

　

カ
フ
ェ
と
い
う
と
コ

ン
セ
プ
ト
と
か
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
的
な
も
の
が

大
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
と
思
う
ん
で
す

が
、
僕
は
そ
の
へ
ん
が

が
苦
手
で
し
て
…
。
そ

れ
で
も
社
内
の
系
列
各

店
が
ラ
イ
バ
ル
と
い
う

環
境
な
の
で
、
と
に
か

く
あ
ら
ゆ
る
事
を
や
り

ま
し
た
。
チ
ル
ア
ウ
ト

系
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
も
良
い
け

れ
ど
活
気
が
出
な
い
。

音
楽
本
を
読
ん
で
、Ｃ
Ｄ

を
２
０
０
枚
、
３
０
０

枚
聴
い
て
プ
レ
イ
リ
ス

ト
を
作
っ
て
、
フ
レ
ン

チ
の
メ
ニ
ュ
ー
だ
け

じ
ゃ
な
く
う
ど
ん
や
唐

揚
げ
、
カ
レ
ー
な
ん
か

を
導
入
し
た
り
。

　

ア
ニ
メ
作
品
の
聖
地

扱
い
を
さ
れ
て
、
ヲ
タ

ク
対
応
に
追
わ
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
同
時

に
メ
デ
ィ
ア
取
材
の
大

波
も
経
験
し
て
、
そ
れ

も
完
璧
に
し
よ
う
と
。

ス
タ
ッ
フ
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
り
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
ぐ
ら

い
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

な
っ
て
、Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ａ

バ
ブ
ル
の
ピ
ー
ク
が
コ

ロ
ナ
直
前
で
し
た
。
そ

ん
な
経
験
を
通
し
て
、

月
並
み
で
は
あ
り
ま
す

が
、
や
っ
ぱ
り
地
域
の

お
客
さ
ま
が
大
事
、
と

い
う
こ
と
に
気
付
く
ん

で
す
。

　

僕
の
中
で
は
喫
茶
と

カ
フ
ェ
は
分
か
れ
て
い

て
、
喫
茶
店
と
い
う
の

は
マ
ス
タ
ー
が
店
に

立
っ
て
い
て
、
そ
の
顔

を
見
に
行
く
と
い
う
マ

ス
タ
ー
文
化
。
日
常
の

安
心
感
で
す
ね
。
一
方
、

カ
フ
ェ
は
総
合
業
。
音

楽
、
内
装
を
含
め
た
空

間
を
楽
し
む
。
単
語
レ

ベ
ル
で
す
が
マ
ン
ガ
と

か
、
サ
ブ
カ
ル
と
か
、

そ
う
い
っ
た
も
の
も
あ

る
。

　

コ
ロ
ナ
を
超
え
て
、

良
く
も
悪
く
も
精
査
さ

れ
て
、
以
前
に
も
増
し

て
専
門
店
が
増
え
た

な
、
と
い
う
印
象
で
す
。

専
門
店
化
す
る
な
か

で
、
自
家
焙
煎
が
当
た

京
都
府
喫
茶
生
活
衛
生
同
業
組
合
　
理
事
　
尾
崎
友
哉

お
　
ざ
き 

と
も  

や

京
都
で
、い
や
今
は
全
国
的
に
も
京
都
を
代
表
す
る
ブ
ラ
ン
ド
を
背
負
う
。

だ
が
カ
フ
ェ
人
と
し
て
は
、
30
歳
か
ら
こ
の
世
界
に
入
っ
た
遅
咲
き
。

京
都
に
生
ま
れ
育
ち
、
喫
茶
や
カ
フ
ェ
好
き
な
ご
当
地
の
人
々
の
、

好
み
も
気
質
も
知
っ
て
い
る
し
、
自
ら
の
定
義
も
ハ
ッ
キ
リ
し
て
き
た
。

現
場
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
店
長
と
し
て
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

そ
し
て
現
在
は
社
長
と
し
て
、
必
要
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
と
は
。

さ
ら
さ
西
陣（
さ
ら
さ
に
し
じ
ん
）

創
業
は
１
９
８
４
年
。
い
わ
ゆ
る
ジ
ャ
ズ
喫
茶
ム
ー
ブ
メ

ン
ト
よ
り
は
後
、
む
し
ろ
バ
ブ
ル
期
の
入
口
だ
が
、
往
時

を
思
わ
せ
る
左
京
区
系
の
雰
囲
気
も
併
せ
持
つ
。
現
在
は

有
限
会
社
と
し
て
花
遊
小
路
の
本
店
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ

的
な
西
陣
店
、
三
条
会
商
店
街
の
サ
ラ
サ
３
、
そ
こ
に
隣

接
す
る
焼
菓
子
工
房
、
セ
ン
ト
ラ
ル
焙
煎
所
で
も
あ
る
ク

ラ
ン
プ
コ
ー
ヒ
ー
、
さ
ら
さ
枚
方
店
の
６
店
舗
を
展
開
。

あ
る
種
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
、
京
都
系
と
呼
ば
れ
る
、
全
国

区
で
名
を
知
ら
れ
る
店
を
複
数
運
営
し
、
ま
た
地
域
密
着

も
貫
く
貴
重
な
存
在
。

え
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
な

い
と
い
け
な
い
。
こ
れ

は
当
社
に
限
っ
た
こ
と

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　

ち
ょ
っ
と
話
が
と
っ

ち
ら
か
り
ま
し
た
が

（
笑
）、
自
分
は
組
合
の

飛
び
道
具
と
い
う
か

（
笑
）、
看
板
の
ひ
と
つ

に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
。

そ
う
思
っ
て
ま
す
。
結

局
は「
人
」な
の
で
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
が
苦
手
な

分
、
賛
助
会
の
方
々
と

の
お
付
き
合
い
と
か
、

関
わ
り
を
広
げ
て
い

く
、
と
い
っ
た
役
割
で

す
ね
。
そ
う
す
る
こ
と

で
、
組
合
が
生
存
し
て

い
く
た
め
の
人
員
に
な

れ
た
ら
良
い
と
思
っ
て

ま
す
。

り
前
に
な
っ
た
。
で
も

各
店
に
焙
煎
機
が
な
く

て
も
、
シ
ェ
ア
す
れ
ば

い
い
。

　

何
事
も
興
味
か
ら
始

ま
る
と
思
っ
て
、
セ
ン

ス
だ
け
で
や
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
人
が
代
わ

れ
ば
個
人
の
哲
学
は
薄

ま
る
し
、
店
も
変
わ
り

ま
す
。

　

一
点
突
破
で
、
好
き

な
も
の
に
特
化
し
て
、

そ
れ
が
広
が
っ
て
い
く
。

そ
れ
は
良
い
ん
で
す
。

で
す
の
で
当
社
に
は
制

服
が
あ
り
ま
せ
ん
。
衛

生
上
、
ネ
イ
ル
だ
け
は

制
限
し
て
い
ま
す
が
、

髪
型
も
自
由
だ
し
ピ
ア

ス
も
Ｏ
Ｋ
。
そ
の
上
で
、

今
、
僕
が
や
ら
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
な
ん

で
す
。
メ
ニ
ュ
ー
の
レ

シ
ピ
だ
け
じ
ゃ
な
い
、

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」と

い
う
フ
ラ
ン
ク
さ
も
伝

京
都
市
北
区
紫
野
東
藤
ノ
森
町
11-

１

☎
０
７
５（
４
３
２
）５
０
７
５

日
〜
木 

11
時
30
分
〜
21
時（
Ｌ
・
Ｏ
・
20
時
15
分
）

金
土 

11
時
30
分
〜
22
時（
Ｌ
・
Ｏ
・
21
時
）／
水
休

　同欄でご紹介している食材は直売所や、いわゆる道の
駅で販売されているご当地物が多い。今回はその道の駅
がオリジナルで製品化したもの。同施設が開業したのは
1998年。界隈はまだ京都縦貫道の開通前で、国道27号
線の交通量も多く賑わいを見せていたが、延伸で利用者
が減少、鮎をBBQ的に楽しめるエリアにテコ入れをする
など試行錯誤しながら業績を回復をしてきた。ともあれ「改
めて、当地を代表する食材を持ち上げていかなアカンと
思ったんです」と、同施設の立ち上げからずっと関わり続
けている藤田義幸駅長。鮎やジビエ、製品として、またフー
ドコートや屋外のBBQで提供するものを多く手がけてき
た中で、やはり真っ先に挙がるのが黒豆と栗。中でも昼
夜の寒暖差が大きく、粒が大きく育つ黒豆はエース的存
在だ。地域の名を戴いた「和知黒」と呼ばれる黒豆を使っ
たポタージュに注目した。京丹波町・和知産の黒豆とチキ
ンブイヨン、牛乳などを用いたもので、保存料などは不使
用。素朴ながらも素材である黒豆の、何というか穀物感
を強く感じる味わいだ。既にポタージュという料理ではあ
るが、今回は土鍋で炊いた米と合わせてリゾットにした。
まず米を1合、土鍋で炊き上げ、同品半量（80g）と60cc

のチキンブイヨンを加え、控えめの中火で3分、さらに
火を止めて3分蒸らした。未だ価格は落ち着かないが、
新米の季節。シメのメニューにいかがだろう。

推
し
！

別
館
で
推
し
会
の
開
催
も
　

F
R
U
I
T
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I
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